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研究成果の概要（和文）：本研究においては、ひきこもり状態にある人とその家族に対する認知行動療法の効果
とその普及システムについて検討を行った。家族に対してはコミュニティ強化と家族訓練（CRAFT）、本人に対
しては行動活性化に基づくプログラムを用いた。そして、それらのプログラムの普及システムを構築し、その効
果検証を行った。本研究から、ひきこもり状態にある人とその家族に対する効果的な支援とその普及について成
果を得られた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined the effects of cognitive behavioral therapies 
(CBT) for individuals with HIKIKOMORI and their families, and a dissemination system of CBT. We used
 Community Reinforcement and family training (CRAFT) for families, and a program based on behavioral
 activation for individuals with HIKIKOMORI. We developed a system to disseminate these programs and
 verified its effectiveness. From this study, we were able to obtain results on effective support 
for individuals with HIKIKOMORI and their families and the dissemination system.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 臨床心理学　認知行動療法　地域援助　ひきこもり　コミュニティ強化と家族訓練　行動活性化　社会
的スキル訓練
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 慢性化している不況，少子高齢化に加え，
東日本大地震からの復興と，国難ともいえる
苦境にある本邦において，次代を担う若者の
自立は長期的展望で取り組まなければいけ
ない国家の根幹に関わる最重要課題といえ
る．2010 年に施行された子ども・若者育成
支援推進法では「ひきこもり」が支援の対象
として明記され，ひきこもりが本邦の子ど
も・若者の主要な問題と位置づけられている．
疫学調査からは，こうしたひきこもり状態に
ある人がいる世帯数は低く見積もっても全
国の約 232,000 世帯（全世帯数の 0.5％）に
及ぶとされている（Koyama et al.，2010）． 
諸外国においても，ひきこもりに類似した現
象についての研究が散見される．韓国では
「隠遁型ウェットリ」という言葉でひきこも
り状態についての検討がなされている（呂，
2005）．また，欧米諸国においても，風変わ
りな人物の社会的孤立にアスペルガー様の
症状がみられたとの報告もある（Tantam, 
1988）．しかし，いずれにおいても体系的な
検討が加えられているわけではなく，ひきこ
もり状態は本邦が世界に先駆けて取り組ん
できた若者自立における研究課題として諸
外国からも大きな注目を集めている． 
 
２．研究の目的 
 研究 1 では、ひきこもり本人を対象に行
動活性化と抑うつの関連について質問紙調
査を行った。研究２では、ひきこもり状態
にある人を対象とした Kanter らのモデル
に基づいた行動活性化プログラムを作成し、
15 歳～39 歳の社会的自立に困難を抱える
若者、9名(男性 6名、女性 3名、平均年齢
24.22±6.32 歳)を対象に効果検証を行っ
た。研究３では、ひきこもり状態にある人
の家族に対するコミュニティ強化と家族訓
練（Community Reinforcement and Family 
Training：以下，CRAFT）プログラムの効果
検証を行った。研究４では、Kanter らのモ
デルに基づいた行動活性化プログラム、及
び CRAFT プログラムの実施者養成の効果に
ついて検証を行った。 
 
３．研究の方法 
 研究１については、ひきこもり経験者 33
名（平均年齢 28.歳，標準偏差 6.70）のう
ち，男性は 22 名（平均年齢 27.0 歳，標準
偏差 5.84），女性は 11 名（平均年齢 30.0
歳，標準偏差 8.09）から回答を得た。調査
内容は，日本語版 BDI-II（Kojima et al., 
2002），日本語版 PANAS（佐藤・安田，2001），
日本語版 BADS（高垣ら，2010），日本語版
CBAS（高垣ら，2011），日本語版 EROS（国
里ら，2011）を用いた。 
 研究２については、15 歳～39 歳の社会的
自立に困難を抱える若者、9 名(男性 6 名、
女性 3名、平均年齢 24.22±6.32 歳)を対象
に効果検証を行った。 

 研究 3については、15 例について効果検
証を行った。効果検証には，ひきこもり状
態にあるが支援機関を利用していない人の
家族を対象に，事前面談で M.I.N.I.
（Sheehan，2000），PARS（PARS 委員会，2008）
を行い，介入の前後で HBCL（境ら，2004），
ひきこもり状態にある人対する否定的評価
尺度（境ら，2010），ひきこもり状態への対
処に関する家族のセルフ・エフィカシー尺
度（境・坂野，2009），SRS-18（鈴木ら，1998），
ひきこもり家族機能尺度（野中，2012）を
行った。 
 研究 4については、Kanter らのモデルに
基づいた行動活性化プログラムの研修会を
若者自立支援者に対して 3回行った。研修
ではまずひきこもり支援に造詣の深い臨床
心理士 1名が講義をし，その後参加者同士
でロールプレイを行った。研修の内容は渡
部(2014)が作成したマニュアルに沿ってな
された。各回の前後にその回の技法と支援
への全体的な効力感について 5件法で尋ね
た。項目は渡部(2014)，大谷(2013)を参考
に臨床心理学を専攻する大学院生 2名が作
成した。また、CRAFT プログラムの実施者
養成に関して，2015 年 9月にウェブを利用
した実施者養成システム「TxIntegrity」の
導入について検討した。 
 
４．研究成果 
 研究 1 については、回避行動（CBAS）が
環境中の報酬量（EROS）に負の影響を与え
ているということ，そして環境中の報酬量
（EROS）が高まることでネガティブ感情と
BDI-II にそれぞれ負の影響を与えている
ことが示された。 
 研究 2については、プログラムによって
正の強化を得やすい行動を自覚することに
繋がり、EROS 得点が上昇した。また活動を
促進することで回避がもたらすネガティブ
な悪循環から抜け出し、慢性的に感じるネ
ガティブ感情が減少した。 
 研究 3については、家族のひきこもり状
態に対する否定的評価を提言させることが
示された。 
 研究 4については、各回の技法について
それぞれ反復測定一元配置分散分析を行っ
たところ，カウンセリング技法(F(1, 92) = 
56.31, p < .001)，行動活性化技法(F(1, 93) 
= 88.63, p < .001)，ソーシャルスキルト
レーニング技法(F(1, 82) = 194.90, p 
< .001)において研修実施前に比べ実施後
の得点が有意に上昇していた。支援への全
体的な効力感についても有意な差がみられ
た(F(5, 49) = 24.39, p < .001)。しかし，
多重比較の結果，それぞれ研修実施前の得
点は実施後に有意に上昇したが，研修実施
後と次回の研修実施前では有意な得点の下
降がみられた。 
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と正の強化が抑うつに与える影響 日本
行動療法学会第39回大会発表論文集，98．
帝京平成大学（東京都豊島区） 

 
〔図書〕（計５件） 
①境 泉洋 2017 ひきこもりの援助要請 

水野治久（監修） 援助要請と被援助志向
性の心理学―困っていても助けを求めら
れない人の理解と援助－ 金子書房 
Pp.132-143（総項数 224） 

②吉田精次・境 泉洋 2014 CRAFT 薬
物・アルコール依存症からの脱出：あなた
の家族を治療につなげるために 金剛出
版 Pp.1-136（総項数 136） 



③境 泉洋 2013 「ひきこもり」と学習 
河合俊雄・内田由紀子（編） 「ひきこも
り」考 創元社 Pp.78-107（総項数 184） 

④境 泉洋・近藤直司 2013 不登校・ひき
こもり 齋藤万比古（編） 素行障害：診
断と治療のガイドライン 金剛出版 
Pp.150-154（総項数 336） 

⑤境 泉洋・野中俊介 2013 CRAFT ひき
こもりの家族支援ワークブック 金剛出
版 Pp.1-200（総項数 200） 

 
〔その他〕 
ホームページ等 
http://web.ias.tokushima-u.ac.jp/motohi
ro/ 
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